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序論 

近年、高齢者と子供との世代間交流は、数多く行われるようになってきた。しかし、交流

活動の実際は、科学的な根拠に基づいて、吟味されて行われているとはいえない。全体的に

プログラムが確立されないまま交流活動が進められている。また、プログラムを実施するこ

とによるその前提として、世代間交流を導入するうえで幼児や児童の保護者の交流活動への

意識や、高齢者や幼児双方にとって想定されるリスクは何か等、押さえておかなければなら

ないことについても明らかにされていない。認知症高齢者を多く介護する介護老人福祉施設

等の場において、要介護高齢者の QOL 向上の一環としての世代間交流がますます重要になっ

てくると思われるが、幼児との交流に関する研究はほとんどされていない。科学的な根拠に

基づいた交流プログラムの開発が求められている。 

１．研究目的 

幼児の保護者及び施設職員の意識に関する調査を行い、交流が要介護高齢者及び幼児に

及ぼす影響や交流に際しての期待、不安や心配ごと、期待する交流内容を探り、要介護高

齢者と幼児との交流プログラム開発のための基礎資料を得ることを目的とした。 

２．調査対象者 

K 県 K市に住む幼稚園児を持つ母親 7 名、30 歳代から 40 歳代のグループと S県 F 市にあ

る介護福祉施設の入所及通所施設の職員 5 名（男 3 女 2）、年齢は 30 歳代から 50歳代のグ

ループとした。 

３．調査内容 

インタビューの主な項目は、目的に合わせて Q－1要介護高齢者との交流が幼児に与える

影響、Q－2幼児との交流が要介護高齢者に与える影響、Q－3交流に対する不安や心配、Q

－4 交流に対しての頻度や交流の内容についてグループインタビューを行った。 

４．調査期間：2012 年 11 月 1日～2012 年 12 月 20 日 

５．倫理的配慮 

施設ならびに保護者には、依頼文を作成し文書と口頭で本調査目的について説明し、そ

の後承諾書への署名をもって同意を得た。 

６．分析方法 

逐語録を作成し、「逐語記録・観察記録・分析シート」にまとめた。「重要アイテム」に

ついて類型化し、「重要カテゴリ―」を抽出した。 

７．結果と考察 

 保護者および施設職員は、高齢者が幼児の成長に思いやりや優しさだけではなく躾や学び

へ影響を与えるものとして期待していることが分かった。しかし、寝たきりの高齢者や認知

症の高齢者との交流は、幼児に恐怖心をもたらす影響もあると考えていることが分かった。

高齢者にとって幼児との交流は，孫を連想させ、楽しみや喜びといった心身の活性化へ影響

をもたらすものと期待していることが分かった。寝たきりの高齢者や認知症の高齢者との交

流の際に怪我と病気などの感染症への心配や認知症高齢者と接する場合の幼児への影響につ

いて不安に感じていることが分かった。親密な関係が保てるよう交流は段階的に進め、継続

できる交流方法と単発で歌や遊戯を披露するよりも高齢者と幼児が共に参加できる日常的な

交流内容を期待しており、定期的に年間を通した交流、近隣との交流活動の実現、安全対策、

感染症対策、施設と幼稚園をつなぐ交流担当者の調整機能の必要性など意見が抽出され、交

流プログラム開発のための基礎資料を得ることができたと考える。 
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